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平
成
二
十
六
年
度
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱

 

  
全
国
安
全
週
間
は
、
昭
和
三
年
に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
「
人
命
尊
重
」
と
い
う
崇
高
な
基
本
理
念
の
下
、
「
産

業
界
で
の
自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動
を
推
進
し
、
広
く
一
般
の
安
全
意
識
の
高
揚
と
安
全
活
動
の
定
着
を
図
る

こ
と
」
を
目
的
に
、
一
度
も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年
で
八
十
七
回
目
を
迎
え
る
。
 

  
こ
の
間
、
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
事
業
場
で
は
、
労
使
が
協
調
し
て
、
労
働
災
害
防
止
対
策
が
展
開
さ
れ
て

き
た
。
こ
の
努
力
に
よ
り
、
労
働
災
害
は
長
期
的
に
は
減
少
し
て
い
る
。
 

 
し
か
し
、
死
亡
災
害
は
平
成
二
十
一
年
か
ら
大
幅
な
増
減
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
一
方
、
休
業
四
日
以
上
の
死
傷

者
数
は
平
成
二
十
二
年
か
ら
の
三
年
連
続
の
増
加
に
よ
う
や
く
歯
止
め
が
か
か
る
見
込
み
と
な
っ
た
も
の
の
、
小
幅

な
減
少
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
 

ま
た
、
近
年
、
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
工
事
や
大
規
模
な
化
学
プ
ラ
ン
ト
に
お
い
て
一
度
に
複
数
の
死
亡
者
を
出
す
重
大

な
労
働
災
害
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
い
る
ほ
か
、
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
小
売
業
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
第
三
次

産
業
に
お
い
て
労
働
災
害
が
増
加
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
労
働
災
害
が
多
発
し
た
時
代
を
経
験
し
、
安
全
に
関
す
る
知
識
や
経
験
を
豊
富
に
有
す
る
世

代
の
労
働
現
場
か
ら
の
離
脱
の
進
行
と
災
害
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
安
全
に
対
す
る
慣
れ
や
過
信
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
、
重
大
な
災
害
が
少
な
い
第
三
次
産
業
に
お
い
て
安
全
に
対
す
る
意
識
が
低
い
こ
と
な
ど
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
六
年
度
の
全
国
安
全
週
間
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
安
全
に
関
す
る
経

験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
産
業
の
違
い
や
世
代
を
超
え
て
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
確
認
し
つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
場
に
お
い
て
安
全
意
識
を
高
め
、
安
全
に
対
す
る
慣
れ
や
過
信
を
捨
て
て
労
働
災
害
の
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
第
三
次
産
業
を
中
心
と
し
て
事
業
者
と
労
働
者
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
日
々
の
安
全
活
動
を
推
進
し
、
労

働
災
害
の
撲
滅
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 
 
 
平
成
二
十
六
年
度
の
全
国
安
全
週
間
は
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 

み
ん
な
で
つ
な
ぎ
 
高
ま
る
意
識
 
達
成
し
よ
う
ゼ
ロ
災
害

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
す
る
。
 

 
こ
の
全
国
安
全
週
間
を
契
機
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
労
働
災
害
防
止
の
重
要
性
を
認
識
し
、
安
全
活
動

の
着
実
な
実
行
を
図
る
。
 

【
期
間
】
 

 
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
と
す
る
。
 

 
な
お
、
安
全
週
間
の
実
効
を
上
げ
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
を
準
備
期
間
と
す
る
。
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
更
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
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平成26年4月19日～4月20日 

会員の皆様の慰労を兼ねて箱根・熱海に旅行に行って来ました。 

毎年、年末に旅行会を実行してましたが、今回は春先にとの要望も有り 

４月の暖かい季節を選んでみました。 

天候にも恵まれ、春を満喫出来た旅行会になりました。 

写真を沢山掲載しましたのでお楽しみください。 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。
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実技講習会のご案内 
 
 

今年は、野田工業㈱による実技講習会を行うことになりました。 

以下の日程で開催します。 

  【日時】 第1回 5月25日（日）第2回 6月8日（日）第3回 6月22日（日）  

【場所】 野田工業㈱野田倉庫 千葉県野田市目吹2375番地     

【集合】8時30分 【開始】9時00分 【終了予定】16時30分 
 

連絡帳 

 
 
 

職長会のお知らせ 
  

    ★日時        平成26年6月23日（月） 
 
 

     ★時間     18時00分～ 

               （30分前から会場に入れますので早めにお越し下さい。） 

         

                             

        ★会場     ニュー新橋ﾋﾞﾙ 地下2階 ﾆｭｰ新橋ﾎｰﾙ 
 

       

     

ことわざ・格言にならう安全衛生訓 
 

●後は野となれ山となれ● 
 

【仕事の後始末はきちんと】 
「後は野となれ山となれ」とは、太古の昔、イザナギノミコトが冥土の国から追われえ逃げるとき、

追手を防ぐため、櫛などを投げ捨てて、野原にしたり山にしたりという話から、自分の行動に対して

責任を果たず、後がどうなろうと知ったこっちゃない、という意味で使われます。そして、この言葉の

のあとに「三十六計逃げるに如かず」と続けたりします。 

自分の受持ちの仕事だけを済ませて、機械や工具の手入れや後始末などを他の人にまかせて知

らぬ顔でいたり、面倒な事からは逃げてばかりいるのも「後は野となれ山となれ」の行動です。 

その結果、危険な箇所が放置されたままになっていたり、連絡が悪いことながら、事故や災害が発

生したりします。 

また、自分さえ良ければいいという行動は、巡りめぐって自分の災難にもなりかねません。 

「終わり良ければすべて良し」ともいいます。 


